
中国医療・介護・
職業訓練施設
　視察・報告

ASK Monthly 通信　

この11月の改正外国人技能実習制度施行を目の前にして、急遽愛知商工連盟協同組合幹部と愛知県会議員が

巨大市場中国にわたり「中国医療・介護・職業訓練施設」の実態を取材。ここに特報で緊急視察報告！

◯取材施設と訪問者

・９月13日＜中国医科大学中山学院＞鹿島理事長、長谷川副理事長「大介護時代に向けた学院の教育方針」

・９月12日＜大連医科大学付属第二病院＞森井もとし愛知県議会議員、鹿島理事長、長谷川副理事長

　　　　　　「中国がん治療の現状」

・９月13日＜公立大連市職業技術学院＞長谷川副理事長「即戦力の介護士・技術者の実践教育」

・９月13日＜中国トップクラスの高級老人ホーム「楽椿軒」＞鹿島理事長、長谷川副理事長

　　　　　　「先進のシステムと、先取りの健康・医療戦略」

☆ 鹿島理事長 中国医科大学 中山学院 訪問　2017年9月13日
　張副学院長と面談、大介護時代に向けた教育に取り組む

　　　　　　　　　　学院の教育方針について意見交換、看護士、介護士の人材育成に主力！

　面談先　副学院長　張　鵬　氏、秘書　金　新　氏

　　　　　介護教育専門担当教師　呂　氏、介護専門通訳　宇　氏

　創立　1999年　国際介護学院　2001年設立　教師　400人　学生数　1,320人

　日本語能力を高める教育の実施　　N４の取得に年間18万円～19万円必要

　　　　日本語検定　N２　取得者を排出　N３　取得を目指す

　訪問者　鹿島理事長、長谷川副理事長

熱烈歓迎のサインが掛かる学院正門前で

介護ニーズの国際化に対応し「国際介護学院を併設」

2001年介護士専門コースをスタートさせた。

看護師・介護士養成コースの他に、リハビリ、鍼灸・マッサージ師

育成コースも設け、各施設の要請に応じている。

特色は老人ホームを運営

学生を現場で実践的な実習、研修を行っている。

４年制、各学年330人、1,320人が在校。

日本との交流を視野に

本学院生徒の日本留学を積極的に支援。

日本福祉大学と友好提携をしている。

日本留学を目的にした介護専門教育を行っている。

日本語検定２級合格者を輩出している。

日本語による介護士育成授業に取り組んでいる。

☆ 楽椿軒（高級）老人ホーム 訪問　2017年9月13日
恵まれた環境で
安心・快適に暮らすセカンドライフ
中国トップクラスの高級老人ホーム「楽椿軒」を訪問、視察
旅順203地区　60万平方メートルの敷地に設立
第一期　14棟完成
自立高齢者の受け入れ施設であり、地域内に病院設置、
　　　　　　　　　　　突発的な傷病に即対応できる
入居費　最高 15 万元（約 270万円）
部屋料　1LDK　2ベッドルーム　4人居住可能
　　　　　　　　　　8万元（約 150万円 /年）
共益費、公共光熱費、セキュリティ、家具付き
娯楽室、談話室、カルチャールーム、室内運動施設完備（無料）
管理施設　医師、看護師、介護士、レストラン調理師、警備員、管理事務スタッフ常勤
園内に 5000 本の桜が植栽、国内最大の花見ができる好環境

◯日本人の受け入れ歓迎
　苑内に救急車待機、高齢者送迎カート常設
◯訪問メンバー　鹿島均理事長
　　　　　　　　長谷川道春副理事長

介護ビジネスを先取りした
　　　　　　　　　　経営戦略に注目
・独自性の高い先進のシステム、
　　　　健康・医療戦略で悠々自適な生活を保障
・専属のサービス要員が 24時間 365日対応
　＜域内に救急車が待機＞＜足の不自由な人も
　　　　　　　自由に行動できるカート巡回＞
　＜充実のレストラン、文化、娯楽施設＞

すべての施設が集約された楽園

苑内の移動はカートで

ホテル並みの室内家具付き医療施設玄関で　▶
患者の状態に対応し的確な
サービスを行うスタッフ

本部会館前で楽椿軒マネージャーと▼
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